
※１【サウンディング】
対話型市場調査。行政と事業者との意見交
換等を通じ、公共用地の利活用等の事業に
対するさまざまなアイデアや意見を把握す
る調査のこと

※４【外環状線】
本市域の外縁部を環状に結ぶ道
路で、総延長約40㎞の道路

※５【フィーダー交通】
幹線（ここではＬＲＴ）と接
続し、支線の役割を持って運
行される路線バスや生活交
通などをいう

※６【オーガニックビレッジ】
有機農業の生産から消費まで一貫
し、農業者のみならず事業者や地
域内外の住民を巻き込んだ地域ぐ
るみの取り組みを進める市町村

※８【バイオガス発電】
食品廃棄物などの原料を
メタン発酵により、バイ
オガスを発生させて、そ
のバイオガスを燃料に使
用している発電

※９【ふれあい収集】
家庭ごみを指定した日時に自ら
所定の集積場まで出すことが困
難な要介護者、障害者世帯等を
対象に、家の玄関先等からごみ
等を戸別に収集するサービス

※７【みどりの食料システム戦略】
持続可能なシステムの構築に向け、
中長期的な観点から、調達、生産、
加工、流通、消費の各段階の取り組
みとカーボンニュートラル等の環境
負荷軽減の技術革新を推進する戦略

※３【連携中枢都市圏】
圏域の中心市と近隣の市町村が連携協約
を締結することにより連携中枢都市圏を
形成し圏域の活性化を図ろうとする制度
本市は平成29年３月に県内８市５町によ
る「岡山連携中枢都市圏」を形成した

※２【ＳＤＧｓ推進パートナーズ】
経済・社会・環境の調和した持続可
能な社会の実現を目指すＳＤＧｓに
取り組む事業者。

　
　
旧
内
山
下
小
学
校
も
含
め
た
岡
山
城

主
要
部
跡
地
の
整
備
方
針
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
調
査
で
は
ど
の
よ
う
な
意
見
や
提
案

が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
市
有
施
設
の
跡
地
活
用
の
検
討
を
す

る
際
、
所
管
す
る
部
署
だ
け
で
は
最
善
策

を
出
し
づ
ら
い
。
ま
た
、
地
元
の
要
望
を

聞
く
手
続
き
が
な
い
た
め
、
多
様
な
要
望

を
く
み
取
れ
て
い
な
い
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
で
地
域
の
意
見
集
約
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
庁
内
、
地
域
、
民
間
事
業

者
に
活
用
策
を
聞
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
民
間
事
業
者
に
対
し
て
も
食
品
リ
サ

イ
ク
ル
が
求
め
ら
れ
る
中
、
バ
イ
オ
ガ
ス

発
電
施
設
の
周
知
は
必
要
だ
。
現
況
は
。

　
　
桃
太
郎
線
（
吉
備
線
）
沿
線
の
バ
ス

路
線
が
休
止
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
が
ど

う
な
る
に
せ
よ
Ｊ
Ｒ
駅
と
周
辺
を
結
ぶ
フ

ィ
ー
ダ
ー
交
通
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
要

求
も
強
い
。
赤
字
の
50
％
を
補
填
す
る
国

の
制
度
も
あ
る
の
で
、
整
備
費
等
の
検
討

を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
者
が
赤
字
に
な

ら
な
い
市
の
制
度
を
作
ら
な
い
か
。

　
　
国
は
令
和
７
年
ま
で
に
、
１
０
０
市

町
村
で
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言

を
目
指
し
て
い
る
が
、
本
市
の
宣
言
は
。

ま
た
、
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

に
沿
っ
た
事
業
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
　
令
和
５
年
２
月
上
旬
ま
で
登
録
事
業

者
を
募
集
し
て
い
る
本
制
度
に
対
す
る
経

済
界
の
声
は
。
ま
た
登
録
事
業
者
と
な
る

た
め
の
要
件
の
う
ち
、
岡
山
市
の
特
徴
的

な
項
目
は
。

　
　
ふ
れ
あ
い
収
集
の
利
用
者
は
増
え
て

い
る
が
、
対
象
者
が
限
定
さ
れ
使
い
に
く

い
と
も
言
わ
れ
る
。

　
近
所
や
町
内
会
の
方
な
ど
が
ご
み
出
し

で
困
っ
て
い
る
方
を
助
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
、
補
助
や
支
援
を
行
っ
て
は
。

　
　
困
難
を
抱
え
る
世
帯
の
中
学
生
に
と

っ
て
は
学
習
支
援
だ
け
の
「
単
機
能
型
」

の
支
援
に
加
え
て
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

体
制
や
食
の
支
援
を
提
供
す
る
な
ど
「
学

び
を
中
心
と
し
た
多
機
能
型
の
居
場
所
」

が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
外
環
状
線
の
一
部
で
あ
る
岡
南
大
橋

の
東
向
き
車
線
は
、
慢
性
的
に
混
雑
し
て

い
る
。
現
在
の
２
車
線
を
４
車
線
化
す
る

な
ど
の
渋
滞
緩
和
策
の
考
え
は
。

　
　
首
都
圏
一
極
集
中
や
人
口
減
少
が
進

む
中
、
都
市
間
競
争
は
激
化
し
て
い
る
。

本
市
と
倉
敷
市
の
人
口
を
合
わ
せ
る
と
１

２
０
万
人
だ
が
、
両
市
の
連
携
強
化
の
必

要
性
や
未
来
像
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
で
の
紙
お

む
つ
の
廃
棄
は
、
保
護
者
か
ら
の
要
望
も

多
い
が
、
検
討
状
況
は
。

」

　
　
旧
内
山
下
小
の
校
舎
等
を
除
く
エ
リ
ア

は
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
基
本
に
歴
史
修

景
や
便
益
施
設
の
整
備
を
考
え
て
い
る
。
校

舎
等
は
市
場
性
が
高
い
と
は
言
え
な
い
が
地

　
　
施
設
の
廃
止
の
段
階
で
あ
ら
か
じ
め
利

用
者
や
地
域
住
民
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
意

見
等
を
聞
き
、
庁
内
活
用
と
並
行
し
て
活
用

を
探
る
効
果
的
な
仕
組
み
や
、
特
段
の
支
障

　
　
桃
太
郎
線
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
で
は
、
駅
へ
接
続

す
る
フ
ィ
ー
ダ
ー
交
通
を
導
入
し
、
桃
太
郎

線
を
軸
と
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
た
い
。
フ
ィ
ー
ダ
ー
交
通
に
つ
い
て

は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
後
の
採
算
性
な
ど
も
考
慮
し

な
が
ら
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
の
基
本
計
画
の
策
定
に

併
せ
て
、
路
線
バ
ス
や
生
活
交
通
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
手
法
を
検
討
し
た
い
。

　
　
４
年
度
に
「
環
境
に
や
さ
し
い
有
機
農

業
推
進
事
業
費
補
助
事
業
」
を
創
設
し
、
有

機
農
業
に
取
り
組
む
農
業
者
等
を
支
援
し
て

い
る
。
ま
た
、
地
産
地
消
マ
ル
シ
ェ
や
環
境

保
全
型
パ
ネ
ル
展
等
で
「
食
」
と
「
環
境
」

を
周
知
し
て
い
る
。

　
　
市
内
の
ホ
テ
ル
、
ス
ー
パ
ー
、
廃
棄
物

処
理
組
合
等
で
構
成
す
る
協
議
会
に
対
し
て

周
知
を
図
っ
た
ほ
か
、
市
の
関
係
施
設
や
一

般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
業
者
等
に
施
設
の
利

用
を
呼
び
掛
け
た
。

　
現
在
、
施
設
へ
の
搬
入
量
が
さ
ら
に
増
加

す
る
よ
う
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
事
業
者
と
協

力
し
て
、
利
用
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
て
い
る
。
令
和
４
年
度
内
に
一
般
廃
棄
物

の
収
集
運
搬
業
者
等
を
通
じ
て
民
間
事
業
者

へ
配
布
す
る
予
定
。

　
　
経
済
団
体
か
ら
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り

組
む
企
業
の
、
行
政
に
よ
る
認
定
を
希
望
す

る
声
が
多
く
、
制
度
創
設
を
歓
迎
す
る
と
聞

く
。
登
録
に
よ
り
企
業
の
付
加
価
値
や
イ
メ

ー
ジ
を
向
上
さ
せ
、
人
材
の
確
保
や
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

　
本
市
の
特
徴
的
な
項
目
と
し
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
推
進
や
地
域
の
健
康
づ
く
り
な
ど
を
設
定

し
て
お
り
、
５
年
度
は
１
０
０
事
業
者
程
度

の
登
録
を
目
指
す
。

が
な
い
も
の
は
、
検
討
期
限
の
目
安
を
設
定

す
る
な
ど
、
先
行
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら

有
効
な
対
応
策
を
検
討
し
た
い
。

　
　
ふ
れ
あ
い
収
集
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

開
始
し
、
30
年
度
に
は
対
象
者
を
要
介
護
２

以
上
に
、
令
和
元
年
度
に
は
要
介
護
１
以
上

に
拡
大
し
て
き
た
。
当
初
57
件
で
あ
っ
た
利

用
者
は
、
３
年
度
末
に
は
５
７
６
件
と
約
10

倍
に
増
加
し
て
い
る
。
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、

ご
み
出
し
支
援
を
必
要
と
す
る
方
が
増
え
る

と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
提
案
の
事
例
も
含
め
、

よ
り
良
い
手
法
を
検
討
す
る
。

　
　
多
機
能
型
の
第
３
の
居
場
所
の
有
用
性

は
他
都
市
の
状
況
等
か
ら
も
把
握
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
子
ど
も
食
堂
で
学
習
支
援
を
始

め
た
り
、
遊
び
場
で
食
事
の
提
供
を
す
る
な

ど
多
機
能
に
な
っ
て
い
る
所
も
あ
る
。
現
在
、

複
数
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
実
施
に
向
け
た
提
案
が

あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
関
係
団
体
と
意
見
交
換
を

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
倉
敷
市
か
ら
本
市
へ
の
通
勤
通
学
割
合

は
10
％
を
超
え
る
な
ど
、
両
市
は
一
定
の
社

会
経
済
的
な
ま
と
ま
り
が
あ
り
、
行
政
分
野

で
連
携
し
て
い
る
。
両
市
は
そ
れ
ぞ
れ
の
連

携
中
枢
都
市
圏
を
け
ん
引
し
て
お
り
、
連
携

や
切
磋
琢
磨
で
西
日
本
や
国
全
体
の
発
展
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
　
渋
滞
緩
和
に
向
け
、
左
折
レ
ー
ン
を
追

加
す
る
交
差
点
改
良
を
検
討
す
る
。
将
来
的

に
４
車
線
化
す
る
計
画
は
あ
る
が
、
ま
ず
は

現
在
事
業
中
の
市
道
江
並
升
田
線
、
県
道
岡

山
赤
穂
線
の
早
期
供
用
開
始
を
目
指
し
、
整

備
を
進
め
る
。

　
　
園
児
の
健
康
状
態
の
把
握
な
ど
の
目
的

か
ら
、
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
持
ち
帰
り
を

お
願
い
し
て
い
る
が
、
園
で
の
廃
棄
は
衛
生

管
理
や
保
護
者
、
保
育
士
の
負
担
軽
減
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
公
立
園
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
収
集
回
数
、

保
管
方
法
等
の
課
題
を
整
理
す
る
。
私
立
園

は
園
ご
と
の
判
断
も
あ
る
が
、
廃
棄
を
行
う

園
に
対
す
る
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

　
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
取
り
組
み
を

継
続
す
る
こ
と
で
、
生
産
者
や
消
費
者
の
有

機
農
業
へ
の
理
解
が
進
み
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

域
住
民
等
か
ら
活
用
を
求
め
る
声
も
あ
り
、

暫
定
活
用
を
継
続
し
改
め
て
取
り
扱
い
を
検

討
す
る
。
来
年
度
は
整
備
す
る
施
設
の
規
模

な
ど
事
業
者
公
募
の
条
件
整
理
に
取
り
組
み

た
い
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
必
要
な
施
設
と
し

て
、
飲
食
・
物
販
施
設
や
多
目
的
広
場
を
は

じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
た
。
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
で
は
民
間
活
力
に
よ
る

整
備
・
運
営
の
可
能
性
が
あ
る
施
設
と
し
て
、

飲
食
・
物
販
の
ほ
か
野
外
ス
テ
ー
ジ
、
宿
泊

施
設
な
ど
の
提
案
が
あ
っ
た
。
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推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

登
録
制
度
で
地
域
経
済
を
活
性
化

市
民
の
力
で
ご
み
出
し
支
援
を

子
ど
も
の
第
３
の
居
場
所
づ
く
り

多
機
能
型
支
援
の
検
討
を

個
人
質
問

４

個
人
質
問

個
人
質
問

33
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

個
人
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

岡
山
城
主
要
部
跡
地
の
整
備
方
針
は岡山城主要部跡地の整備方針を検討

市
有
施
設
の
跡
地
活
用

多
角
的
な
視
点
で
検
討
を

資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
に

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の
利
用
促
進

桃
太
郎
線
に
フ
ィ
ー
ダ
ー
交
通
を

環
境
に
優
し
い
農
業
を
推
進

岡
南
大
橋
の
渋
滞
緩
和
に

交
差
点
改
良
を
検
討

倉
敷
市
と
連
携
強
化
し
共
に
飛
躍
を

使
用
済
み
紙
お
む
つ
保
育
園
で
廃
棄

５
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子
育
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健
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※１【サウンディング】
対話型市場調査。行政と事業者との意見交
換等を通じ、公共用地の利活用等の事業に
対するさまざまなアイデアや意見を把握す
る調査のこと

※４【外環状線】
本市域の外縁部を環状に結ぶ道
路で、総延長約40㎞の道路

※５【フィーダー交通】
幹線（ここではＬＲＴ）と接
続し、支線の役割を持って運
行される路線バスや生活交
通などをいう

※６【オーガニックビレッジ】
有機農業の生産から消費まで一貫
し、農業者のみならず事業者や地
域内外の住民を巻き込んだ地域ぐ
るみの取り組みを進める市町村

※８【バイオガス発電】
食品廃棄物などの原料を
メタン発酵により、バイ
オガスを発生させて、そ
のバイオガスを燃料に使
用している発電

※９【ふれあい収集】
家庭ごみを指定した日時に自ら
所定の集積場まで出すことが困
難な要介護者、障害者世帯等を
対象に、家の玄関先等からごみ
等を戸別に収集するサービス

※７【みどりの食料システム戦略】
持続可能なシステムの構築に向け、
中長期的な観点から、調達、生産、
加工、流通、消費の各段階の取り組
みとカーボンニュートラル等の環境
負荷軽減の技術革新を推進する戦略

※３【連携中枢都市圏】
圏域の中心市と近隣の市町村が連携協約
を締結することにより連携中枢都市圏を
形成し圏域の活性化を図ろうとする制度
本市は平成29年３月に県内８市５町によ
る「岡山連携中枢都市圏」を形成した

※２【ＳＤＧｓ推進パートナーズ】
経済・社会・環境の調和した持続可
能な社会の実現を目指すＳＤＧｓに
取り組む事業者。

　
　
旧
内
山
下
小
学
校
も
含
め
た
岡
山
城

主
要
部
跡
地
の
整
備
方
針
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
調
査
で
は
ど
の
よ
う
な
意
見
や
提
案

が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
市
有
施
設
の
跡
地
活
用
の
検
討
を
す

る
際
、
所
管
す
る
部
署
だ
け
で
は
最
善
策

を
出
し
づ
ら
い
。
ま
た
、
地
元
の
要
望
を

聞
く
手
続
き
が
な
い
た
め
、
多
様
な
要
望

を
く
み
取
れ
て
い
な
い
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
で
地
域
の
意
見
集
約
を
行
っ
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
庁
内
、
地
域
、
民
間
事
業

者
に
活
用
策
を
聞
い
て
は
ど
う
か
。

　
　
民
間
事
業
者
に
対
し
て
も
食
品
リ
サ

イ
ク
ル
が
求
め
ら
れ
る
中
、
バ
イ
オ
ガ
ス

発
電
施
設
の
周
知
は
必
要
だ
。
現
況
は
。

　
　
桃
太
郎
線
（
吉
備
線
）
沿
線
の
バ
ス

路
線
が
休
止
し
て
い
る
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
が
ど

う
な
る
に
せ
よ
Ｊ
Ｒ
駅
と
周
辺
を
結
ぶ
フ

ィ
ー
ダ
ー
交
通
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
要

求
も
強
い
。
赤
字
の
50
％
を
補
填
す
る
国

の
制
度
も
あ
る
の
で
、
整
備
費
等
の
検
討

を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
者
が
赤
字
に
な

ら
な
い
市
の
制
度
を
作
ら
な
い
か
。

　
　
国
は
令
和
７
年
ま
で
に
、
１
０
０
市

町
村
で
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言

を
目
指
し
て
い
る
が
、
本
市
の
宣
言
は
。

ま
た
、
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

に
沿
っ
た
事
業
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
　
令
和
５
年
２
月
上
旬
ま
で
登
録
事
業

者
を
募
集
し
て
い
る
本
制
度
に
対
す
る
経

済
界
の
声
は
。
ま
た
登
録
事
業
者
と
な
る

た
め
の
要
件
の
う
ち
、
岡
山
市
の
特
徴
的

な
項
目
は
。

　
　
ふ
れ
あ
い
収
集
の
利
用
者
は
増
え
て

い
る
が
、
対
象
者
が
限
定
さ
れ
使
い
に
く

い
と
も
言
わ
れ
る
。

　
近
所
や
町
内
会
の
方
な
ど
が
ご
み
出
し

で
困
っ
て
い
る
方
を
助
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
、
補
助
や
支
援
を
行
っ
て
は
。

　
　
困
難
を
抱
え
る
世
帯
の
中
学
生
に
と

っ
て
は
学
習
支
援
だ
け
の
「
単
機
能
型
」

の
支
援
に
加
え
て
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

体
制
や
食
の
支
援
を
提
供
す
る
な
ど
「
学

び
を
中
心
と
し
た
多
機
能
型
の
居
場
所
」

が
重
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
外
環
状
線
の
一
部
で
あ
る
岡
南
大
橋

の
東
向
き
車
線
は
、
慢
性
的
に
混
雑
し
て

い
る
。
現
在
の
２
車
線
を
４
車
線
化
す
る

な
ど
の
渋
滞
緩
和
策
の
考
え
は
。

　
　
首
都
圏
一
極
集
中
や
人
口
減
少
が
進

む
中
、
都
市
間
競
争
は
激
化
し
て
い
る
。

本
市
と
倉
敷
市
の
人
口
を
合
わ
せ
る
と
１

２
０
万
人
だ
が
、
両
市
の
連
携
強
化
の
必

要
性
や
未
来
像
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
保
育
園
や
認
定
こ
ど
も
園
で
の
紙
お

む
つ
の
廃
棄
は
、
保
護
者
か
ら
の
要
望
も

多
い
が
、
検
討
状
況
は
。

」

　
　
旧
内
山
下
小
の
校
舎
等
を
除
く
エ
リ
ア

は
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
基
本
に
歴
史
修

景
や
便
益
施
設
の
整
備
を
考
え
て
い
る
。
校

舎
等
は
市
場
性
が
高
い
と
は
言
え
な
い
が
地

　
　
施
設
の
廃
止
の
段
階
で
あ
ら
か
じ
め
利

用
者
や
地
域
住
民
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
意

見
等
を
聞
き
、
庁
内
活
用
と
並
行
し
て
活
用

を
探
る
効
果
的
な
仕
組
み
や
、
特
段
の
支
障

　
　
桃
太
郎
線
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
で
は
、
駅
へ
接
続

す
る
フ
ィ
ー
ダ
ー
交
通
を
導
入
し
、
桃
太
郎

線
を
軸
と
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
し
た
い
。
フ
ィ
ー
ダ
ー
交
通
に
つ
い
て

は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
後
の
採
算
性
な
ど
も
考
慮
し

な
が
ら
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
化
の
基
本
計
画
の
策
定
に

併
せ
て
、
路
線
バ
ス
や
生
活
交
通
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
手
法
を
検
討
し
た
い
。

　
　
４
年
度
に
「
環
境
に
や
さ
し
い
有
機
農

業
推
進
事
業
費
補
助
事
業
」
を
創
設
し
、
有

機
農
業
に
取
り
組
む
農
業
者
等
を
支
援
し
て

い
る
。
ま
た
、
地
産
地
消
マ
ル
シ
ェ
や
環
境

保
全
型
パ
ネ
ル
展
等
で
「
食
」
と
「
環
境
」

を
周
知
し
て
い
る
。

　
　
市
内
の
ホ
テ
ル
、
ス
ー
パ
ー
、
廃
棄
物

処
理
組
合
等
で
構
成
す
る
協
議
会
に
対
し
て

周
知
を
図
っ
た
ほ
か
、
市
の
関
係
施
設
や
一

般
廃
棄
物
の
収
集
運
搬
業
者
等
に
施
設
の
利

用
を
呼
び
掛
け
た
。

　
現
在
、
施
設
へ
の
搬
入
量
が
さ
ら
に
増
加

す
る
よ
う
、
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
事
業
者
と
協

力
し
て
、
利
用
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
て
い
る
。
令
和
４
年
度
内
に
一
般
廃
棄
物

の
収
集
運
搬
業
者
等
を
通
じ
て
民
間
事
業
者

へ
配
布
す
る
予
定
。

　
　
経
済
団
体
か
ら
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り

組
む
企
業
の
、
行
政
に
よ
る
認
定
を
希
望
す

る
声
が
多
く
、
制
度
創
設
を
歓
迎
す
る
と
聞

く
。
登
録
に
よ
り
企
業
の
付
加
価
値
や
イ
メ

ー
ジ
を
向
上
さ
せ
、
人
材
の
確
保
や
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

　
本
市
の
特
徴
的
な
項
目
と
し
て
、
Ｅ
Ｓ
Ｄ

の
推
進
や
地
域
の
健
康
づ
く
り
な
ど
を
設
定

し
て
お
り
、
５
年
度
は
１
０
０
事
業
者
程
度

の
登
録
を
目
指
す
。

が
な
い
も
の
は
、
検
討
期
限
の
目
安
を
設
定

す
る
な
ど
、
先
行
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら

有
効
な
対
応
策
を
検
討
し
た
い
。

　
　
ふ
れ
あ
い
収
集
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

開
始
し
、
30
年
度
に
は
対
象
者
を
要
介
護
２

以
上
に
、
令
和
元
年
度
に
は
要
介
護
１
以
上

に
拡
大
し
て
き
た
。
当
初
57
件
で
あ
っ
た
利

用
者
は
、
３
年
度
末
に
は
５
７
６
件
と
約
10

倍
に
増
加
し
て
い
る
。
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、

ご
み
出
し
支
援
を
必
要
と
す
る
方
が
増
え
る

と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
提
案
の
事
例
も
含
め
、

よ
り
良
い
手
法
を
検
討
す
る
。

　
　
多
機
能
型
の
第
３
の
居
場
所
の
有
用
性

は
他
都
市
の
状
況
等
か
ら
も
把
握
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
子
ど
も
食
堂
で
学
習
支
援
を
始

め
た
り
、
遊
び
場
で
食
事
の
提
供
を
す
る
な

ど
多
機
能
に
な
っ
て
い
る
所
も
あ
る
。
現
在
、

複
数
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら
実
施
に
向
け
た
提
案
が

あ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
関
係
団
体
と
意
見
交
換
を

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
倉
敷
市
か
ら
本
市
へ
の
通
勤
通
学
割
合

は
10
％
を
超
え
る
な
ど
、
両
市
は
一
定
の
社

会
経
済
的
な
ま
と
ま
り
が
あ
り
、
行
政
分
野

で
連
携
し
て
い
る
。
両
市
は
そ
れ
ぞ
れ
の
連

携
中
枢
都
市
圏
を
け
ん
引
し
て
お
り
、
連
携

や
切
磋
琢
磨
で
西
日
本
や
国
全
体
の
発
展
に

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　
　
渋
滞
緩
和
に
向
け
、
左
折
レ
ー
ン
を
追

加
す
る
交
差
点
改
良
を
検
討
す
る
。
将
来
的

に
４
車
線
化
す
る
計
画
は
あ
る
が
、
ま
ず
は

現
在
事
業
中
の
市
道
江
並
升
田
線
、
県
道
岡

山
赤
穂
線
の
早
期
供
用
開
始
を
目
指
し
、
整

備
を
進
め
る
。

　
　
園
児
の
健
康
状
態
の
把
握
な
ど
の
目
的

か
ら
、
使
用
済
み
紙
お
む
つ
の
持
ち
帰
り
を

お
願
い
し
て
い
る
が
、
園
で
の
廃
棄
は
衛
生

管
理
や
保
護
者
、
保
育
士
の
負
担
軽
減
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
公
立
園
に
つ
い
て
は
、
令

和
５
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
て
収
集
回
数
、

保
管
方
法
等
の
課
題
を
整
理
す
る
。
私
立
園

は
園
ご
と
の
判
断
も
あ
る
が
、
廃
棄
を
行
う

園
に
対
す
る
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

　
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
取
り
組
み
を

継
続
す
る
こ
と
で
、
生
産
者
や
消
費
者
の
有

機
農
業
へ
の
理
解
が
進
み
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク

ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

域
住
民
等
か
ら
活
用
を
求
め
る
声
も
あ
り
、

暫
定
活
用
を
継
続
し
改
め
て
取
り
扱
い
を
検

討
す
る
。
来
年
度
は
整
備
す
る
施
設
の
規
模

な
ど
事
業
者
公
募
の
条
件
整
理
に
取
り
組
み

た
い
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
必
要
な
施
設
と
し

て
、
飲
食
・
物
販
施
設
や
多
目
的
広
場
を
は

じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
た
。
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
で
は
民
間
活
力
に
よ
る

整
備
・
運
営
の
可
能
性
が
あ
る
施
設
と
し
て
、

飲
食
・
物
販
の
ほ
か
野
外
ス
テ
ー
ジ
、
宿
泊

施
設
な
ど
の
提
案
が
あ
っ
た
。

※
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３

※

４

※

６

※

７

※

９

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

登
録
制
度
で
地
域
経
済
を
活
性
化

市
民
の
力
で
ご
み
出
し
支
援
を

子
ど
も
の
第
３
の
居
場
所
づ
く
り

多
機
能
型
支
援
の
検
討
を

個
人
質
問

４

個
人
質
問

個
人
質
問

33
人
の
議
員
が
行
っ
た
質
問
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
を
取
り
上
げ
て
要
旨
を
掲
載

個
人
質
問
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
議
会
中
継
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

岡
山
城
主
要
部
跡
地
の
整
備
方
針
は岡山城主要部跡地の整備方針を検討

市
有
施
設
の
跡
地
活
用

多
角
的
な
視
点
で
検
討
を

資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
に

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の
利
用
促
進

桃
太
郎
線
に
フ
ィ
ー
ダ
ー
交
通
を

環
境
に
優
し
い
農
業
を
推
進

岡
南
大
橋
の
渋
滞
緩
和
に

交
差
点
改
良
を
検
討

倉
敷
市
と
連
携
強
化
し
共
に
飛
躍
を

使
用
済
み
紙
お
む
つ
保
育
園
で
廃
棄

５

保護者や保育士の負担軽減を進める

子
育
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・
健
康
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登録事業者が
使用できるロゴマーク

バイオガス発電施設

旧内山下小学校跡地

旧ＮＨＫ岡山放送会館跡地

岡山市民会館

岡山城

岡山後楽園



常
任
委
員
会

審
査
か
ら 　

　
女
児
虐
待
死
の
検
証
報
告
書
が
提
出

さ
れ
、
市
の
組
織
お
よ
び
人
員
、
関
係
機

関
と
の
連
携
な
ど
、
調
査
で
明
ら
か
と
な

っ
た
事
実
と
課
題
、
こ
れ
に
対
す
る
再
発

防
止
に
向
け
た
提
言
が
報
告
さ
れ
た
。

　
複
雑
化
す
る
虐
待
事
案
に
対
応
す
る
に

は
多
く
の
課
題
が
存
在
す
る
。
今
後
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
　
続
！
お
か
や
ま
ケ
ン
コ
ー
大
作
戦
は

令
和
４
年
度
、
健
康
市
民
お
か
や
ま
21
の

第
２
次
計
画
は
５
年
度
で
終
了
す
る
。
新

し
い
計
画
と
事
業
は
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
不
登
校
児
童
生
徒
が
増

加
し
て
お
り
、
文
科
省
は
不
登
校
特
例
校

の
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
へ
の
設
置

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
早
期
に
設
置

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
児
童
生
徒
の
救
済

に
つ
な
が
る
。
本
市
に
も
設
置
し
て
は
。

　
ま
た
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
居
場
所
と

し
て
ど
の
よ
う
な
施
設
が
望
ま
し
い
か
。

　
　
コ
ロ
ナ
禍
で
減
少
し
た
国
内
外
の
観

光
客
を
呼
び
戻
す
た
め
、
観
光
資
源
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
テ
ー
マ
性
や
ス
ト

ー
リ
ー
性
の
あ
る
周
遊
ル
ー
ト
を
形
成
す

る
な
ど
戦
略
的
に
情
報
発
信
す
る
必
要
が

あ
る
。
本
市
の
観
光
ル
ー
ト
は
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、
市
の
Ｈ
Ｐ

で
は
歴
史
や
伝
統
等
の
文
化
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
る
の
か
。

　
　
足
守
藩
侍
屋
敷
や
近
水
園
、
緒
方
洪

庵
誕
生
地
な
ど
、
足
守
エ
リ
ア
は
歴
史
の

要
所
に
登
場
し
、
全
国
か
ら
見
に
来
る
人

が
い
る
。
岡
山
城
や
高
松
エ
リ
ア
な
ど
で

は
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
立
体
的
に
構
築
し
、

コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に
し
て
施
設
整
備
や

観
光
誘
客
が
進
め
ら
れ
、
大
き
く
成
功
し

て
い
る
。
足
守
エ
リ
ア
で
も
同
様
の
取
り

組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
報
告
書
で
は
、
必
要
な
情
報
が
必
ず
し

も
取
れ
て
い
な
い
、
情
報
に
基
づ
い
て
的
確

な
判
断
が
で
き
て
い
た
の
か
、
な
ど
の
指
摘

を
さ
れ
て
い
る
。

　
提
言
を
踏
ま
え
て
、
こ
ど
も
総
合
相
談
所

（
児
童
相
談
所
）
の
体
制
強
化
や
警
察
と
の

連
携
強
化
を
、
当
初
予
算
や
人
事
異
動
に
反

映
さ
せ
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
　
現
在
、
健
康
市
民
お
か
や
ま
21
の
第
２

次
計
画
を
評
価
し
て
お
り
、
５
年
度
に
は
、

愛
育
委
員
な
ど
地
域
の
方
と
課
題
や
取
り
組

み
の
方
向
性
を
議
論
し
、
保
健
福
祉
政
策
審

議
会
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を
経
て
、

６
年
３
月
を
目
途
に
新
計
画
を
策
定
予
定
。

　
新
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
は
、
現
事
業
の
成

果
や
課
題
を
踏
ま
え
、
歩
く
こ
と
を
事
業
の

中
心
と
し
、
個
人
だ
け
で
な
く
グ
ル
ー
プ
で

楽
し
め
る
も
の
を
検
討
中
。
庁
内
の
事
業
と

連
携
し
、
民
間
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
る

こ
と
で
、
楽
し
み
な
が
ら
「
自
然
と
健
康
に

な
れ
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
す
。

　
　
現
時
点
で
は
不
登
校
特
例
校
設
置
の
予

定
は
な
い
が
、
他
都
市
の
事
例
を
情
報
収
集

し
て
い
る
。
児
童
生
徒
の
社
会
性
の
育
成
や

通
学
等
の
課
題
と
と
も
に
、
学
習
意
欲
や
生

活
力
な
ど
の
教
育
上
の
効
果
を
整
理
し
て
い

る
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
居
場
所
と
し
て
は
、

学
校
で
の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
児
童
生
徒
支

援
教
室
で
の
学
習
活
動
や
相
談
支
援
等
の
充

実
が
重
要
と
考
え
る
。

　
　
岡
山
観
光
ネ
ッ
ト
で
は
、
市
の
観
光
ス

ポ
ッ
ト
を
巡
る
　
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
掲
載

す
る
と
と
も
に
、
桃
太
郎
伝
説
や
池
田
家
ゆ

か
り
の
地
を
巡
り
歴
史
・
文
化
に
触
れ
る
コ

ー
ス
や
女
子
旅
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
「
桃
太
郎
伝
説
の
生
ま
れ
た
ま
ち

お
か
や
ま
」
の
特
設
サ
イ
ト
も
設
け
、
造
山

古
墳
な
ど
日
本
遺
産
の
構
成
文
化
財
の
魅
力

を
伝
え
て
い
る
。

　
今
後
は
本
市
の
歴
史
・
文
化
遺
産
等
の
価

値
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
面
白
く
伝
え
る
特

設
サ
イ
ト
も
公
開
予
定
で
あ
る
。

　
　
足
守
に
は
す
ば
ら
し
い
景
観
が
残
っ
て

お
り
、
歴
史
文
化
を
合
わ
せ
る
と
本
当
に
い

い
ス
ト
ー
リ
ー
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

岡
山
市
近
水
観
光
振
興
会
な
ど
を
中
心
に
、

情
報
を
発
信
し
て
盛
り
上
げ
て
も
ら
い
、
本

市
も
協
力
し
て
い
き
た
い
。
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※10【続！おかやまケンコー大作戦】
岡山市内在住・在勤・在学の18歳以上の方なら誰
でも参加可能な健康づくりプログラム。ぐるっと
おかやまスマホdeウォークラリー等を実施

６

個
人
質
問

７

検
証
報
告
を
受
け

児
童
虐
待
へ
の
対
応
強
化

不
登
校
児
童
生
徒
の
居
場
所

観
光
客
に
魅
力
を
発
信

足
守
を
ス
ト
ー
リ
ー
化
し
観
光
振
興

グ
ル
ー
プ
で
楽
し
み
な
が
ら
健
康
へ

※

10

※

11

※11【健康市民おかやま21】
「すべての市民が健康で自分らしく生きられるまち」
を目指して平成15年に策定。第２次の計画期間は平成
25年度から令和４年度までの10年間で策定

※12【不登校特例校】
不登校児童生徒の実態に配慮した特別の教育
課程を編成して教育を実施する特定の学校

※

12

常任委員会審査から
議論になった点について、委員長報告の要旨や
審査・調査項目を掲載

委員長報告は市議会ホームページに
掲載しています。

委員

市

市議会日誌
(令和４年10月14日～令和５年1月10日)

１月10日 議会運営委員会

12月６日 議会運営委員会
30日 11月定例市議会開会

15日 議会運営委員会

33人の議員による個人質問６日
～12日

28日 総務、保健福祉・協働、市民・産業、
都市・環境、子ども・文教委員会および同協議会

11月16日 移住定住・子育て調査特別委員会、
地域・まちなか未来づくり調査特別委員会

16日 総務、保健福祉・協働委員会
11月定例市議会閉会

13日 総務、保健福祉・協働、市民・産業、
都市・環境、子ども・文教委員会

17日 新型コロナウイルス感染症対策等調査特別委員会
25日 議会運営委員会

28日 大都市行財政制度調査特別委員会
10月26日 議会運営委員会

総務委員会 都市・環境委員会

保健福祉・協働委員会

市民・産業委員会

子ども・文教委員会

（主な審査項目など）
・令和４年度岡山市一般会計補正予算について
・岡山城主要部跡地整備方針（素案）について
・入札契約制度の改正について　など

（主な審査項目など）
・岡山市公園条例の一部を改正する条例の制定について　
・岡山市営住宅条例の一部を改正する条例の制定について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  など

（主な審査項目など）
・岡山市中央卸売市場業務条例の一部を改正する条例の
・制定について
・東西半郷用水施設管理協議会の廃止について
・東六間川・興除用水施設管理協議会の廃止について
・足守川水系用水施設管理協議会の設置について
・新たな文化芸術の祭典について　など

２か所のコミュニティハウスの整備工事で、い
ずれも２回の入札不調となったが、当初の予定
価格が低かったのではないか。設計金額の見直
しは行うのか。入札不調が続くことがないよう
しっかりと契約に結びつけてほしい。

コミュニティハウス整備工事の契約締結を

令和４年度岡山市一般会計補正予算（第４号）に
ついてほか９件の議案が付託され、令和４年度岡
山市一般会計補正予算（第４号）について、工事
請負契約の締結について（（仮称）岡山市浦安・
芳泉認定こども園園舎新築工事）は一部の委員か
ら反対があり賛成多数で、その他の議案について
はいずれも全会一致で原案のとおり可決ならびに
同意すべきものと決定した。

たけべの森公園　令和５年４月から５年間の新しい
指定管理者を指定

令和４年度岡山市一般会計補正予算（第４号）に
ついてほか20件の議案が付託され、いずれも全会
一致で原案のとおり可決ならびに同意すべきもの
と決定した。

（主な審査項目など）
・新型コロナウイルス感染症対策事業
・出産・子育て応援給付金事業
・指定管理者の指定について　など

（主な審査項目など）
・令和４年度岡山市一般会計補正予算について
・損害賠償の額を定めることについて　など

関係課と相談し、近年の資材の高騰等を反映し
た単価を見直し、再度発注したい。

委員

市

指定管理者から提案があった事業計画が実施さ
れているかをどのように確認するのか。
従業員の地元雇用をはじめ、たけべ八幡温泉と
の連携、 桜祭りや花火大会において地域と協力
 ・連携を行うことが提案されており、毎年の報
告を受け確認を行う。

- 事業者を選定するにあたっての発注者支援
　業務に係る委託料について、令和４年度か 
   ら３年間の債務負担行為を設定する -

市立小中学校の特別教室に空調設備を整備

委員

市

空調設備の設置場所の考えは。将来の教室増の
可能性も考慮し、二重投資にならないよう、そ
れぞれの学校で設置場所の精査を。
少人数教室にも設置する方向で考えており、必
要性がある部屋にはきちんと対応する。

教
育
・
文
化

Education

　
　
　
　Culture

小学生対象の支援教室
そよかぜ平福

足守の街並み（旧足守商家藤田千年治邸）


